
第１号議案     令和７年度 事業報告の件 
 

令和 7 年度の各部の事業について以下の通り実施したことを報告する 

企 画 部 

１．諸会議の運営事務  

(1) 総会         令和 7 年 5 月 24 日（土） 大妻女子大学講義室 

(2) 法人理事会   第 1 回 令和 7 年 5 月  9 日（金） 大妻女子大学研修室 

           第 2 回 令和 7 年 11 月 15 日（土） 大妻女子大学研修室 

           第 3 回 令和 8 年  2 月 20 日（金） 大妻女子大学研修室 

(3) 運営委員会   第 1 回 令和 7 年 5 月 24 日（土） 大妻女子大学研修室 

           第 2 回 令和 7 年 11 月 29 日（土） 書面開催 

(4) 支部理事会   第 1 回 令和 7 年 5 月 24 日（土） 大妻女子大学講義室 

           第 2 回 令和 7 年 7 月 28 日（月） 滋賀・大津市 

           第 3 回 令和 8 年  2 月 21 日（土） リモートによる開催 

(5) 研究会    第 1 回 令和 7 年 5 月 24 日（土） 大妻女子大学講義室 

           第 2 回 令和 8 年  2 月 21 日（土） リモートによる開催 

(6) 事務局会・部長会 

          事務局会 令和 7 年 4 月 15 日（火） 大妻女子大学研修室 

               令和 7 年 5 月 13 日（火） 大妻女子大学研修室 

          部長会  令和 7 年 6 月 10 日（火） 事務局 

          事務局会 令和 7 年 7 月  8 日（火） 大妻女子大学研修室 

               令和 7 年 9 月  9 日（火） 大妻女子大学研修室 

部長会  令和 7 年 10 月  7 日（火） 事務局 

          事務局会 令和 7 年 11 月 11 日（火） 大妻女子大学研修室 

               令和 7 年 12 月  9 日（火） 大妻女子大学研修室 

          部長会  令和 8 年  1 月 13 日（火） 事務局 

          事務局会 令和 8 年  2 月 10 日（火） 大妻女子大学研修室 

          部長会  令和 8 年  3 月 10 日（火） 事務局 

 

２．研究大会・地域活性事業・地域応援事業・オンライン研修会 

(1) 第 73 回全国幼児教育研究大会滋賀大会    

期日：令和 7 年 7 月 28 日（月）・29 日（火） 

会場：全体会 びわ湖ホール 

   分科会 ピアザ淡海・大津市生涯学習センター・大津市ふれあいプラザ  

(2) 地域活性事業  

    出前講演会 IN 佐賀 

期日：令和 7 年 11 月 22 日（土） 

    会場：佐賀県佐賀市 藤影幼稚園 （浄照寺本堂） 
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    講師：全国幼児教育研究協会 理事 

聖マリアンナ医科大学 教授 小野 和哉 氏 

    演題：「小さな気付きを理解と対応に変える－発達特性を知る－」 

(3) 地域応援事業  

    期日：令和 7 年 8 月 23 日（土） 

    会場：群馬県前橋市 群馬県公社総合ビル・ホール 

    講演：「子どもがワクワク、保育者がワクワク、保護者がワクワクの保育へ 

        －『共主体』の保育－」 

    講師：玉川大学             教授 大豆生田 啓友 氏 

(4) オンライン研修会    

    期日：令和 8 年 2 月 7 日（土） 

    講師：明星大学教育学部   教授 星山 麻木 氏  

    演題：「星と虹色な子どもたち－保育の中の多様性の尊重と受容－」 

     

３．研究助成制度 

(1) 研究奨励…研究奨励金：10 万円 

      助成件数：1 件 

〇申請者：草津市立笠縫東こども園（滋賀） 

研究テーマ：「気付き、考え、探究する子どもを育てる 

－地域の自然環境と豊かにつながって－」 

(2) 研究助成…研究助成金：5 万円  

      助成件数：2 件 

〇申請者：江戸川区立船堀幼稚園（東京） 

研究テーマ：「足育を通して幼児の健康な心と体を育てる」 

〇申請者：尼崎市立園和北幼稚園（兵庫） 

研究テーマ：「特別支援を必要とする幼児と共に育ち合うために 

－学級経営のあり方を考える－」 

 

４．諸事業の企画・検討 

(1) 地域活性事業・地域応援事業の実施に向けての募集、企画、運営等 

(2) 全幼研ワクワクプロジェクト研修会   

    4 支部（道央・秋田・茨城・三重）において実施 

(3) 幼稚園教諭等処遇改善加算Ⅱに係る研修  

都道府県の教育委員会より認定された研修団体に受講証明書を発行 

    14支部（北海道・秋田・茨城・神奈川・静岡・愛知・京都・大阪・兵庫・奈良・徳島・

香川・佐賀・熊本） 

(4) 倫理審査委員会…委託研究・研究助成に関する審査 

(5) 総会、支部理事会、その他、諸事業の運営補助、資料の作成等 
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研 修 部 

１．第 73 回全国幼児教育研究大会滋賀大会  

(1) 期 日 令和 7 年 7 月 28 日（月）・29 日（火） 

(2) 開催地 滋賀県大津市 

(3) 内 容  

ア. 大会主題 「一人一人のレジリエンスを育むために 

－乳幼児期に必要な体験を考える－」 

イ．保育公開園 

     Ａ 社会福祉法人唐橋福祉会 保育所型認定こども園 大津あいあい保育園 

Ｂ 学校法人純美禮学園 滋賀短期大学附属幼稚園 

Ｃ 滋賀大学教育学部附属幼稚園  Ｄ 大津市立晴嵐幼稚園 

Ｅ 大津市立膳所幼稚園      Ｆ 大津市立坂本幼稚園   

ウ．全体会 〇講話：「幼児教育の現状と課題」 

講師：文部科学省初等中等教育局幼児教育課  

幼児教育企画官 大類由紀子 氏 

         〇講演：「目に見えないものを尊ぶ心」 

講師：大本山石山寺            座主 鷲尾 龍華 師 

   エ．分科会 第 1 分科会 遊びを豊かにする環境づくり  

講師：京都教育大学            教授 古賀 松香 氏 

     第 2 分科会 学びをつなぐ幼保小の連携 

      講師：文部科学省初等中等教育局      視学官 横山真貴子 氏 

         第 3 分科会 多様性を認め合い、一人一人を生かす学級経営 

          講師：東洋大学              教授 内田 千春 氏 

         第 4 分科会 地域と共に歩む園の在り方について 

          講師：神戸大学大学院           教授 北野 幸子 氏 

         第 5 分科会 教職員が生き生きとした魅力あるチームづくりＰＡＲＴⅡ 

          講師：名古屋学芸大学            教授 津金美智子 氏 

第 6 分科会 ワークショップ 

「親子で大津絵に触れよう－地域の文化を生かして－」 

          講師：大津絵師                 髙橋 松山 氏 

(4) 参加費   会 員 6,000 円  会員外 12,000 円  学生会員 1,000 円 

(5) 参加者数  943 名 

 

２．研究会 

第 1 回 期日：令和 7 年 5 月 24 日(土) 

     講演：「幼児教育の現状と課題」 

     講師：文部科学省初等中等教育局幼児教育課          課長 前田 幸宣 氏 

 第 2 回 期日：令和 8 年 2 月 21 日(土) リモート開催 

     講演：「幼児教育の現状と課題」 

     講師：文部科学省初等中等教育局幼児教育課          課長 石田 善顕 氏 

 

３．テーマ検討委員会 

 研究大会の研究主題・分科会テーマ・内容、協議の観点、司会・提案支部一覧などについ

て検討し、役員部長会・事務局会に提案 
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(1) 令和 8 年度 第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会 

(2) その他、今後の研究大会開催に向けた推進について 

 

 

調 査 研 究 部 

１．出版物の発行   

「事例でみる 外国人幼児等と保護者を支える保育」 チャイルド社より発行 

令和 7 年 7 月 滋賀大会で宣伝・販売 

 

２．調査研究の推進 

令和 7 年度文部科学省委託研究の推進 

「幼児教育の学び強化事業」 

調査研究テーマ：「子育ての支援や家庭等との連携強化に関する調査研究」 

調査研究課題：「幼児教育施設の機能を生かした預かり保育の在り方 

－幼児教育の充実を目指す預かり保育のプログラム開発・実践－」 

研究の目的：幼稚園における預かり保育の実態について調査研究を行い、全国の幼稚園がど

のような内容や方法で預かり保育を実践しているのか現状と課題を把握するとともに、「幼

児教育施設の機能を生かした預かり保育の在り方－幼児教育の充実を目指す預かり保育のプ

ログラム開発・実践－」について提言し、子育ての支援や家庭等との連携強化に資すること

を目的とする。 

 

３．研究紀要 74 号の企画・編集・発行  

 3,400 部発行  第 73 回全国幼児教育研究協会滋賀大会で配布 

(1) 調査研究報告（令和 6 年度文部科学省委託研究の成果物より要約） 

 調査研究課題「幼児教育の学び強化事業（教育課題に関する調査研究）」 

       「園と共に歩む幼児教育アドバイザーのための研修動画の作成」 

・幼児教育アドバイザーに求められる資質能力として、「保育の質を読み取る専門性」

「保育者の気付きを言語化し、問いかけや協議の進め方に関する知識や実践力」「国や自

治体の教育・保育に関する動向や今後の方向性に関する情報活用能力」が必要であること

が明らかになったことを踏まえ、次のような内容で動画を作成した。 

  研修動画の内容：活用ガイド編  

          第１巻 訪問支援の基礎 

          第 2 巻 訪問支援の実際 

          第 3 巻 協議の充実のための支援    

(2) 全幼研ワクワクプロジェクト研修会報告 香川支部・三重支部 

(3) 支部研究情報  各支部の研究テーマ等の集約 
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広 報 部 

１．「若竹」89 号発行 
(1) 発行時期 令和 7 年 7 月  

(2) 部 数  Ａ4 版カラー 3,500 部 

(3) 配 布  第 73 回全国幼児教育研究大会滋賀大会で配布 

会員・関係者には本部事務局より各支部長宛に送付後、支部長より配布 

(4) 内 容  ・論説 「逆境や困難に負けない力『レジリエンス』の育て方」  

             執筆者 一般社団法人日本ポジティブ教育協会  

                代表理事 足立 啓美 氏 

       ・ズームイン 総会・支部理事会・研究会報告、新監事ご挨拶 

研究会講演 「幼児教育の現状と課題」 

講師 文部科学省初等中等教育局幼児教育課  

課長 前田 幸宜 氏 

・遊びのヒントあれこれ  

「遊びをせんとや生まれけむ 戯れせんとや生まれけん」 

千葉：学校法人杉森学園めぐみ幼稚園 

・大会予告          第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会 

・地域応援事業予告  群馬支部 

「子どもがワクワク、保育者がワクワク、  

保護者がワクワクの保育へ」 

        ・地域活性事業予告 出前講演会 IN 佐賀 

「小さな気付きを理解と対応に変える 

－発達特性を知る－」 

        

２．「若竹」90 号発行 

(1) 発行時期 令和 8 年 2 月 

(2) 部 数  Ａ4 版カラー 3,500 部 

(3) 配 布  支部長・支部理事・支部理事会参加者に、資料と一緒に郵送 

会員、関係者には、本部事務局より各支部長に送付後、各支部長より配布 

(4) 内 容  ・論説 「子どもの心の力“レジリエンス”を育てる」 

             執筆者 筑波大学名誉教授・医学博士・公認心理師   

小玉 正博 氏 

        ・大会報告       第 73 回全国幼児教育研究大会滋賀大会 

        ・事業報告       地域応援事業 群馬支部    

地域活性事業 出前講演会 IN 佐賀 

・支部だより    東海・北陸地区 静岡支部    

        ・大会予告      第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会 

        ・地域活性事業予告 出前講演会 IN 石川 

 
３．ホームページについて 

事務局やホームページ担当関係者と連携し、語句の統一など、より分かりやすく活用しやす

い情報発信を目指した。 
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法　人　名：公益社団法人　全国幼児教育研究協会

（単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　 　減

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

          現金預金 7,611,928 7,599,740 12,188

          未収金 4,256,742 4,878,820 △ 622,078

          仮払金 0 0 0

        流動資産合計 11,868,670 12,478,560 △ 609,890

   2. 固定資産

     (1)基本財産

          普通預金（基） 0 0 0

          定期預金（基） 19,000,000 19,000,000 0

          定額貯金（基） 5,000,000 5,000,000 0

        基本財産合計 24,000,000 24,000,000 0

     (2)特定資産

          周年事業引当資産（特） 1,000,000 800,000 200,000

        特定資産合計 1,000,000 800,000 200,000

     (3)その他固定資産

          什器備品 275,214 279,838 △ 4,624

          保証金 800,000 800,000 0

        その他固定資産合計 1,075,214 1,079,838 △ 4,624

        固定資産合計 26,075,214 25,879,838 195,376

        資産合計 37,943,884 38,358,398 △ 414,514

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

          預り金 36,234 35,364 870

          仮受金 0 0 0

        流動負債合計 36,234 35,364 870

   2. 固定負債

        固定負債合計 0 0 0

        負債合計 36,234 35,364 870

Ⅲ  正味財産の部

   1. 指定正味財産

          寄付金 19,000,000 19,000,000 0

        指定正味財産合計 19,000,000 19,000,000 0

　　　　（うち基本財産への充当額） （19,000,000） （19,000,000） （　　　　 0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （　　　　 0） （　　　　 0） （         0）

   2. 一般正味財産 18,907,650 19,323,034 △ 415,384

　　　　（うち基本財産への充当額） （ 5,000,000） （ 5,000,000） （         0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （ 1,000,000） （ 800,000） （   200,000）

        正味財産合計 37,907,650 38,323,034 △ 415,384

        負債及び正味財産合計 37,943,884 38,358,398 △ 414,514

貸借対照表
令和 8年  3月 31日 現在

第２号議案   令和７年度 収支決算報告・監査報告の件  

定款第 39 条に基づき、令和 7 年度収支決算について以下のとおり報告する 
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Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①基本財産運用益 9,546 820 8,726

②特定資産運用益 0 0 0

③受取会費 10,815,000 11,270,000 △ 455,000

④事業収益 9,940,169 9,827,250 112,919

⑤受取寄附金 5,016,000 5,006,000 10,000

⑥雑収益 1,109,805 173,142 936,663

経常収益計 26,890,520 26,277,212 613,308

（２）経常費用 0

①事業費 21,755,528 20,012,708 1,742,820

給料手当 3,234,569 2,494,960 739,609

臨時雇賃金 0 0 0

法定福利費 206,225 332,856 △ 126,631

旅費交通費 1,913,921 1,386,092 527,829

通信運搬費 1,579,728 1,990,832 △ 411,104

減価償却費 122,624 131,287 △ 8,663

消耗品費 1,319,065 2,229,869 △ 910,804

修繕費 0 0 0

印刷製本費 6,600,087 2,385,210 4,214,877

光熱水料費 118,626 118,408 218

会議費 52,000 103,783 △ 51,783

賃借料 3,311,719 5,860,277 △ 2,548,558

渉外費 746,412 497,369 249,043

諸謝金 1,038,594 1,037,959 635

支払手数料 1,031,958 919,366 112,592

支払助成金 480,000 524,440 △ 44,440

雑費 0 0 0

②管理費 5,550,373 5,327,351 223,022

役員報酬 620,000 860,000 △ 240,000

給料手当 1,741,691 1,343,440 398,251

正味財産増減計算書

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

科     目 当年度 前年度 増減　（Ａ－Ｂ）
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法定福利費 111,044 179,230 △ 68,186

会議費 34,252 173,422 △ 139,170

旅費交通費 697,979 450,882 247,097

通信運搬費 758,377 810,269 △ 51,892

減価償却費 66,027 70,693 △ 4,666

消耗品費 134,658 193,306 △ 58,648

修繕費 0 0 0

印刷製本費 43,343 6,764 36,579

光熱水料費 63,875 63,757 118

賃借料 727,254 683,887 43,367

渉外費 3,500 3,276 224

諸謝金 0 0 0

支払手数料 548,373 488,425 59,948

雑費 0 0 0

経常費用計 27,305,901 25,340,059 1,965,842

△ 415,381 937,153 △ 1,352,534

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 415,381 937,153 △ 1,352,534

２．経常外増減の部 0

（１）経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

（２）経常外費用 0 0 0

什器備品除却損 3 0 3

経常外費用計 3 0 3

当期経常外増減額 △ 3 0 △ 3

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 415,384 937,153 △ 1,352,537

一般正味財産期首残高 19,323,034 18,385,881 937,153

一般正味財産期末残高 18,907,650 19,323,034 △ 415,384

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 19,000,000 19,000,000 0

指定正味財産期末残高 19,000,000 19,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 37,907,650 38,323,034 △ 415,384

評価損益等調整前当期経常増減額
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前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

19,000,000 0 0 19,000,000
5,000,000 0 0 5,000,000

24,000,000 0 0 24,000,000

800,000 200,000 0 1,000,000
800,000 200,000 0 1,000,000

24,800,000 200,000 0 25,000,000

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

19,000,000 14,000,000 5,000,000 ―
5,000,000 5,000,000 0 ―

24,000,000 19,000,000 5,000,000 ―

1,000,000 0 1,000,000 0

1,000,000 0 1,000,000 0
25,000,000 19,000,000 6,000,000 0

該当なし。

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

913,550 638,336 275,214

該当なし。

什器備品

７．保証債務等の偶発債務
該当なし。

８．関連当事者との取引の内容
該当なし。

９．重要な後発事象

合　　計

５．担保に供している資産

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

  定期預金（基）
  定額貯金（基）

小　　計
特定資産
  周年事業引当資
産（特）

小　　計

合　　計

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

基本財産

  定期預金（基）
  定額貯金（基）

小　　計
特定資産
  周年事業引当資産（特）

小　　計

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

基本財産

（２）消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は税込方式によっている。
　　

２．会計方針の変更
該当なし。

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却の方法
　平成１９年３月３１日以前に取得したものについては旧定率法、平成１９年４月１日以後に取得したものにつ
いては定率法によっている。
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区分 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産 24,000,000 0 0 24,000,000

24,000,000 0 0 24,000,000

特定資産 800,000 200,000 0 1,000,000

800,000 200,000 0 1,000,000

その他固定資
産

279,838 184,030 188,654 275,214

279,838 184,030 188,654 275,214

定期預金（基）等

基本財産計

周年事業引当資産
（特）

特定資産計

什器備品

その他固定資産計

附　属　明　細　書

１．重要な固定資産の明細
（単位：円）

資産の種類
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　額
（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 28,824

普通預金 みずほ銀行　虎ノ門支店 運転資金として 6,580,280

通常貯金 ゆうちょ銀行 運転資金として 835,000

定期預金 みずほ銀行　虎ノ門支店 運転資金として 167,824

未収金 文部科学省 委託事業未収金 4,256,742

11,868,670

（固定資産）

基本財産

定期預金（基） みずほ銀行　虎ノ門支店 公益目的保有財産であり、
運用益を公益目的事業の財
源として使用している。

19,000,000

定額貯金（基） ゆうちょ銀行 公益目的保有財産であり、
運用益を公益目的事業の財
源として使用している。

5,000,000

特定資産

周年事業引当資産（特） みずほ銀行　虎ノ門支店 周年事業のための特定費用
準備資金として毎年定額を
積み立てている。

1,000,000

その他固定資産

什器備品 事務局PC4台・シュレッダー 275,214

保証金 事務所保証金 800,000

26,075,214

37,943,884

（流動負債）

預り金 役員・従業員に対するもの 源泉所得税 36,234

36,234

0

36,234

37,907,650　　正味財産

　　資産合計

流動負債合計

固定負債合計

　　負債合計

財　産　目　録

令和　8年  3月 31日 現在

貸　借　対　照　表　科　目

流動資産合計

固定資産合計
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第３号議案     令和８年度 事業計画の件 

      令和８年度の各部の事業について以下の通り実施する 

 

企 画 部  

１．諸会議の運営事務  

(1）総会          令和 8 年 5 月 23 日（土） 大妻女子大学講義室 

(2）法人理事会  第 1 回  令和 8 年 5 月  8 日（金） 大妻女子大学研修室 

          第 2 回  令和 8 年  5 月 23 日（土） 大妻女子大学研修室 

          第 3 回  令和 8 年 11 月 28 日（土）  大妻女子大学研修室 

          第 4 回  令和 9 年 2 月 19 日（金） 大妻女子大学研修室 

(3）運営委員会  第 1 回  令和 8 年 5 月 23 日（土） 大妻女子大学研修室 

          第 2 回  令和 8 年 12 月  5 日（土） リモートまたは書面 

(4）支部理事会  第 1 回  令和 8 年 5 月 23 日（土） 大妻女子大学講義室 

          第 2 回  令和 8 年 8 月  6 日（木） 群馬・高崎市 

          第 3 回  令和 9 年 2 月 20 日（土） リモート開催 

(5）研究会    第 1 回  令和 8 年 5 月 23 日（土） 大妻女子大学講義室 

          第 2 回  令和 9 年 2 月 20 日（土） リモート開催 

(6) 事務局会・部長会 

         事務局会 令和 8 年 4 月 14 日（火） 大妻女子大学講義室 

令和 8 年 5 月 12 日（火） 大妻女子大学講義室 

         部長会  令和 8 年 6 月  9 日（火） 事務局 

         事務局会 令和 8 年 7 月 14 日（火） 大妻女子大学講義室 

              令和 8 年 9 月 8 日（火） 大妻女子大学講義室 

部長会  令和 8 年 10 月 13 日（火） 事務局 

         事務局会 令和 8 年 11 月 10 日（火） 大妻女子大学講義室 

              令和 8 年 12 月  8 日（火） 大妻女子大学講義室 

部長会  令和 9 年 1 月 12 日（火） 事務局 

         事務局会 令和 9 年 2 月  9 日（火） 大妻女子大学講義室   

         部長会  令和 9 年 3 月  9 日（火） 事務局 

 

２．研究大会・地域活性事業・地域応援事業・オンライン研修会 

(1) 第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会    

期日：令和 8 年 8 月 6 日（木）・7日（金） 

会場：全体会 群馬音楽センター 

分科会 Ｇメッセ群馬  

(2) 地域活性事業  

出前講演会 IN 石川 

    期日：令和 8 年 9 月 12 日（土） 

    会場：金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園（対面とリモートによる開催） 

     講師：湘南ケア アンド エデュケーション研究所 所長   増田 まゆみ 氏 

     演題：「もっと知りたい！0・1・2 歳児の世界－乳幼児期の育ちと理解－」 
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(3) 地域応援事業  

     期日：令和 9 年 1 月 23 日（土） 

     会場：大阪府大阪市 天王寺区民センター 

    内容：人形劇団クラルテ「11 匹のねこ」鑑賞と講演 

(4）オンライン研修会 

     期日：令和 9 年 1 月 16 日（土） 

    講師：全国幼児教育研究協会 理事 

       東京理科大学 栄誉教授  秋山 仁 氏 

    ※詳細が決まり次第、ホームページや支部長を通して周知予定 

 

３．研究助成制度 

乳幼児教育の振興と充実を図ることを目的に、本会の理念をご理解いただいた乳幼児教育関係者、

個人・団体で、乳幼児教育に関する研究に対し審査の上、研究助成を行う。 

(1) 研究奨励 

研究奨励金：10 万円 

助成件数： 1 件 

 期 間：令和 8 年 4月～令和 9年 3 月 

 募 集：令和 8 年 4月～令和 8年 5 月末 

 報 告：令和 9 年度研究紀要 76 号にて報告 

(2) 研究助成 

研究助成金：5 万円 

助成件数： 2 件 

 期 間：令和 8 年 4月～令和 9年 3 月 

 募 集：令和 8 年 4月～令和 8年 5 月末 

 報 告：Ａ4 用紙 2 枚程度の報告書提出 

 

４．諸事業の企画・検討 

(1) 全幼研ワクワクプロジェクト研修会  

   ・希望する 8 支部において実施（先着順） 

(2) 幼稚園教諭等の処遇改善等加算Ⅱに係る研修 

   ・都道府県の教育委員会より研修団体として認定を受けた支部に「研修受講証明書」を発行 

(3) 倫理審査委員会…研究助成に関する審査、他 

(4) 総会、支部理事会、その他 諸事業の運営補助、資料の作成等 

 

  

- 15 -



研 修 部 

１．第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会  

(1) 期 日 令和 8 年 8 月 6 日（木）・7 日（金） 

(2) 開催地 群馬県高崎市  

(3) 内 容 

   ア．大会主題「一人一人のレジリエンスを育むために 

－しなやかでたくましく生きる力を支える環境や関わり－」 

イ．紹介ブース 

Ａ 群馬県総合教育センター幼児教育センター  シンフォニーホール 大ホール 

Ｂ 群馬大学共同教育学部附属幼稚園           同上       

Ｃ  高崎市子育てなんでもセンター            シンフォニーホール 中ホール 

Ｄ  高崎市立南八幡幼稚園                      同上       

Ｅ  前橋市幼児教育センター                  群馬音楽センター 第１会議室 

Ｆ  認定こども園たちばな                      同上       

Ｇ  赤城育心こども園                        群馬音楽センター 第 2 会議室 

Ｈ  伊勢崎市立名和幼稚園                      同上 

ウ．全体会 講話：「幼児教育の現状と課題」 

講師：文部科学省初等中等教育局幼児教育課 課長    米原 泰裕 氏 

         講演：「『遊びが学び』再考－生涯のウェルビーイングを踏まえて－」 

         講師：玉川大学                           教授 大豆生田 啓友 氏 

エ．分科会 第 1 分科会 チャレンジを生み出す魅力ある環境 

         第 2 分科会 遊びの中での学び 

         第 3 分科会 幼保小の連携 

         第 4 分科会 質の向上をめざす園経営の工夫 

         第 5 分科会 ワークショップ「木のぬくもりを体で感じよう 

－森のカスタネットや木の飾りをつくろう－」 

(4) 参加費 会員 6,000 円  会員外 12,000 円  学生会員 1,000 円 

(5) 申し込み受付人数  800 名 

 

２．研究会 
第 1 回 期日：令和 8年 5 月 23 日(土) 

     講演：「幼児教育の現状と課題」 

     講師：文部科学省初等中等教育局幼児教育課       課長    米原 泰裕 氏 

 第 2 回 期日：令和 9 年 2 月 20 日(土) リモート開催 

     講演：未定 

     講師：未定 

 

３．テーマ検討委員会 
研究大会の研究主題、分科会テーマ・内容、協議の観点、司会・提案支部一覧などについて 

検討し、役員部長会・事務局会に提案 

(1) 令和 9年度 第 75 回全国幼児教育研究大会静岡大会  

(2) その他、今後の研究大会開催に向けた推進について 
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調 査 研 究 部 

１．調査研究の推進   

令和 8 年度 文部科学省委託事業「幼児教育の学び強化事業」申請中 

調査研究テーマ 「子育ての支援や家庭等との連携強化に関する調査研究」 

調査研究課題 「幼児教育施設の機能を生かした預かり保育の在り方 

            －幼児教育の充実を目指す預かり保育のプログラム開発・実践－」 

研究の目的 

  これまでの保育者の資質・能力や指導力の向上を目指した研修を長年実施してきた経験や、文部

科学省の調査研究委託を受けて「幼児教育アドバイザーに求められている役割を解説するリーフ

レットの作成」を行った経験に基づく知見を活かし、「幼児教育施設の機能を生かした預かり保育

の在り方－幼児教育の充実を目指す預かり保育のプログラム開発・実践－」について提言し、子育

て支援や家庭等との連携強化に資することを目的とする。預かり保育の意義を明確にし、幼児教育

の充実を目指す預かり保育の在り方を解説するリーフレットを作成・配布する。 

 

２. 研究紀要 75 号の企画・編集・発行  

3,400 部発行 第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会で配布   

(1) 調査研究報告 (令和 7 年度文部科学省委託研究の成果物より) 

「幼児教育の学び強化事業（教育課題に関する調査研究）」 

調査研究テーマ「子育ての支援や家庭等との連携強化に関する調査研究」 

調査研究課題「幼児教育施設の機能を生かした預かり保育の在り方 

－幼児教育の充実を目指す預かり保育のプログラム開発・実践－」 

(2) 研究奨励園報告  草津市立笠縫東こども園（滋賀） 

           研究テーマ「気付き、考え、探求する子どもを育てる 

                  －地域の自然環境と豊かにつながって－」 

(3) 令和 7年度 全幼研ワクワクプロジェクト研修会報告 

(4) 支部研究情報 各支部の研究テーマ等の集約 

 

広  報  部 

１. 広報誌「若竹」91 号発行  

(1) 発行時期 令和 8年 8 月  

(2) 部 数  Ａ4 版カラー 3,500 部（予定） 

(3) 配 布   第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会で配布 

会員、その他の関係者には本部事務局より各支部長宛に送付し、各支部長より配布 

(4) 内 容   ・論説 「レジリエンスを育む（仮）」  

                論説者 大阪総合保育大学 学長    大方 美香 氏 

        ・ズームイン 総会・支部理事会・研究会報告、理事・監事紹介  

・遊びのヒントあれこれ     徳島支部            

・大会予告  第 75 回全国幼児教育研究大会静岡大会 

・事業案内  地域活性事業   出前講演会 IN 石川 

地域応援事業   大阪支部        
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２. 広報誌「若竹」92 号発行 

(1) 発行時期 令和 9年 2 月 

(2) 部 数  Ａ4 版カラー 3,500 部（予定） 

(3) 配 布  支部理事会参加者に配布 

会員、関係者には、本部事務局より各支部長に送付し、各支部長より配布 

(4) 内 容   ・論説 未定 

        ・大会報告  第 74 回全国幼児教育研究大会群馬大会 

 ・事業報告    地域活性事業   出前講演会 IN 石川 

地域応援事業   大阪支部 

                

        ・支部だより 未定 

        ・大会予告   第 75 回全国幼児教育研究大会静岡大会 

 

 
３．ホームページについて 

新たな掲載内容を検討し、分かりやすく活用しやすい魅力あるホームページを目指す。 
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Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①基本財産運用益 1,000 1,000 0
預金利息等 1,000 1,000 0

②特定資産運用益 0 0 0
預金利息等 0 0 0

③受取会費 10,550,000 10,810,000 △ 260,000
個人 6,250,000 6,420,000 △ 170,000
団体 3,500,000 3,620,000 △ 120,000
法人 800,000 770,000 30,000

④事業収益 4,740,000 9,941,000 △ 5,201,000
参加費収益 4,740,000 9,941,000 △ 5,201,000
協賛金収益 0 0 0

⑤受取寄附金 5,000,000 5,006,000 △ 6,000
⑥雑収益 0 1,082,500 △ 1,082,500

印税等 0 1,082,500 △ 1,082,500
銀行預金等 0 0 0

経常収益計 20,291,000 26,840,500 △ 6,549,500
（２）経常費用 0

①事業費 16,254,000 21,808,000 △ 5,554,000
給料手当 3,335,000 3,220,000 115,000
臨時雇賃金 70,000 0 70,000
法定福利費 234,000 234,000 0
旅費交通費 1,871,000 1,997,000 △ 126,000
通信運搬費 1,470,000 1,690,000 △ 220,000
減価償却費 32,000 132,000 △ 100,000
消耗品費 642,000 1,228,000 △ 586,000
修繕費 0 0 0
印刷製本費 2,560,000 6,792,000 △ 4,232,000
光熱水料費 117,000 117,000 0
会議費 110,000 52,000 58,000
賃借料 2,394,000 3,166,000 △ 772,000
渉外費 540,000 745,000 △ 205,000
諸謝金 1,643,000 1,293,000 350,000
支払手数料 1,036,000 942,000 94,000
支払助成金 200,000 200,000 0
雑費 0 0 0

正味財産増減予算書（案）

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで

科     目 当年度予算（A） 前年度予算（B） 増減　（Ａ－Ｂ）

第４号議案   令和８年度 収支予算の件 

定款第 38 条の規定に基づき、令和 8 年度収支予算について以下のとおりとする 
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科     目 当年度予算（A） 前年度予算（B） 増減　（Ａ－Ｂ）

②管理費 5,726,000 5,505,000 221,000
役員報酬 720,000 600,000 120,000
給料手当 1,796,000 1,734,000 62,000
法定福利費 126,000 126,000 0
会議費 178,000 174,000 4,000

法人理事会 18,000 17,000 1,000
運営委員会費 20,000 19,000 1,000
事務局会費 140,000 138,000 2,000

旅費交通費 624,000 573,000 51,000
法人理事会 120,000 106,000 14,000
監事監査 10,000 10,000 0
運営委員会費 150,000 143,000 7,000
事務局会費 225,000 187,000 38,000
通勤交通費 119,000 127,000 △ 8,000

通信運搬費 733,000 725,000 8,000
減価償却費 18,000 71,000 △ 53,000
消耗品費 98,000 112,000 △ 14,000
修繕費 0 0 0
印刷製本費 56,000 56,000 0
光熱水料費 63,000 63,000 0
賃借料 756,000 752,000 4,000
渉外費 14,000 12,000 2,000
諸謝金 0 0 0
支払手数料 544,000 507,000 37,000
雑費 0 0 0

経常費用計 21,980,000 27,313,000 △ 5,333,000
△ 1,689,000 △ 472,500 △ 1,216,500

投資有価証券評価損益等 0 0 0
評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 1,689,000 △ 472,500 △ 1,216,500
２．経常外増減の部 0

（１）経常外収益 0 0 0
経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用 0 0 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
他会計振替額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 1,689,000 △ 472,500 △ 1,216,500
一般正味財産期首残高 9,548,109 10,223,329 △ 675,220
一般正味財産期末残高 7,859,109 9,548,109 △ 1,689,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
一般正味財産への振替額 0 △ 5,000,000 5,000,000

当期指定正味財産増減額 0 5,000,000 △ 5,000,000
指定正味財産期首残高 19,000,000 14,000,000 5,000,000
指定正味財産期末残高 19,000,000 19,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 26,859,109 28,548,109 △ 1,689,000

評価損益等調整前当期経常増減額
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第５号議案      役員改選の件 

定款21条、22条に基づき、下記の役員候補者を役員として選任することを提案する 

 

法人理事・監事候補者一覧 

理事候補者名簿（アイウエオ順） 

秋山 仁 東京理科大学 栄誉教授   

新山 裕之  CES（株）自然教育研究センター 自然解説員 

上木 美佳 神戸親和大学附属幼稚園 園長 

小野 和哉 聖マリアンナ医科大学 教授 

加藤 篤彦 
（一財）全日本私立幼稚園幼児教育機構専務理事 

学校法人 吉祥寺学園 学園長 

粂原 淳子 日本女子大学 特任教授 

小山 洋子  認定特定非営利活動法人 おやじ日本 事務局長 

髙森 大乗  宗教法人 要伝寺 代表役員 

田渕 恵 幼児教育映像制作委員会 事務局代表 

福井 直美  前 十文字学園女子大学 非常勤講師         

 

 

監事候補者名簿（アイウエオ順） 

小野 賢二 小野賢二税理士事務所 

中戸川 誠 中戸川誠税理士事務所 

 

- 21 -


